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　秋を代表する言葉に「秋の夜長」「読書の秋」「食欲の秋」等がありますが、書籍をひもとく事で心に

安らぎを与えてくれるものです。

　この所、世の中で多くの情報が飛び交う中で、今までの考え方を変える新しい事実が解明されてきて

いて、ややもすると固定的であった歴史の世界でも同様に科学の進歩とともに見直されてきている現状

です。一方、私たちの住んでいる地域の周りを見渡せば、知られていない小規模な遺跡が点在している

ことが多く、今の時期、これらを訪ね歩くのも新しい発見があるかもしれません。（博）

編集後記編集後記

じょーもぴあ・遺跡の案内人新規会員募集

応募方法　平成２９年１１月３０日（木）まで（当日

必着）に、じょーもぴあ宮畑、文化課、各支所、学習

センターに配布の申込書に必要事項を記入の上、文化

課かじょーもぴあ宮畑へ持参、ＦＡＸ、郵送により提出。

会　費　１，０００円

詳しくは市政だより１１月号あるいは支所・学習セン

ターに設置のチラシをご覧ください。

問い合わせ先　じょーもぴあ宮畑

　　　　　　　　　　　　（電話 024-573-0015）

　じょーもぴあ・遺跡の案内人はじょーも

ぴあ宮畑で案内ガイドを中心に活動してい

るボランティア団体です。興味のある方は

ぜひ、活動を見学においでください。みん

なで楽しく活動してみませんか？

　勝口前畑遺跡は、野田町の八島田街道北側にあるスーパーいちいから西道

路を挟んで西部三育幼稚園まで、荒川北岸の低地に立地する広範囲にわたる

遺跡です。弥生時代から江戸時代にかけての各時期にわたる遺構が発見され、

規模の大きい複合遺跡であることが明らかになっています。

　平成７年の調査の結果、弥生時代（２,３００年前～１,７００年前）の勾

玉製作に関わる数々の遺物が出土し、この場所で勾玉を製作していたことが

わかりました。

　勾玉は原石を立方体に粗割りし（３）、さらに小さな立方体に細分し（４）、

片側を細かく割って半円形に整え（５）、砥石を使って研磨を加え（６）、反

対側に溝を彫って（７）勾玉の形を整え作ります。石針（１）が見つかって

いることから最後に紐を通す穴をあけていたものと思われますが、完成品は

すべて持ち出されており、遺跡からは見つかりませんでした。住居跡などは

見つかっていないため、集落の様相は明らかにはなりませんでしたが、弥生

時代の勾玉製作跡は全国的にも非常に珍しく、貴重な発見です。

福島市の遺跡 弥生時代編

第20回　勝口前畑遺跡（福島市八島田）

な

う

笹木野駅

文
野田小学校

清水中学校文

幼西部三育幼稚園

西
道
路

国体記念体育館

勝口前畑遺跡

↑（２）原石
　勾玉の材料には緑色の

　流紋岩が用いられてい
　ます。

↓（３）粗割り
　材料を割って、大きな
　立方体を作ります。

↑（４）小割り
　原石から割り取った
　立方体をさらに小割
　りにします。

↓（５）整形
　細かく割って半円形を
　形作ります。

↑（６）研磨
　全体を研磨し、丸みを
　出します。

↓（７）仕上げ
　平らな面に溝を彫り、
　勾玉の形を整えます。

（１）石針　安山岩を割って細長く成型し

　　　　　　　研磨します。左端が成型途中
　　　　　　　のもの、右の２本は使用済み
　　　　　　　のものです
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落
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が
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堅
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じょーもぴあ宮畑の公園には縄文時代に利用されていたと考えられる樹木が植えられています。
堅果類は今年の秋も沢山の実を付けました。（撮影は９月）
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トークショー土偶を発掘する　

　土偶女子の譽田氏をお迎えして、縄文時代の土偶について、楽しく深いお話

をお伺いしました。土偶はどう使われたのか？誰が作ったのか？そんな、考古

学ではいまだ解明されない数々の疑問を読み解くには、「感性」の力も必要で

あるとのこと。

　博物館にあるような立派な土偶だけでなく、「素朴な」土偶にも広く目を向

けなければ、土偶と縄文時代の人たちとの関係は見えてこないこと、様々な人

たちが様々な作り方・使い方をしていることなどの指摘を交え、目から鱗の落

ちる９０分間でした。

邪馬台国のころの東北地方　

　邪馬台国と大和王権の成立の関係や纏向遺跡の調査成果などをもとに、弥

生時代から古墳時代への社会変化についてお話いただきました。

　弥生時代から古墳時代にかけての歴史の流れの中で、列島規模でほぼ一斉

に古墳が出現している一方で、弥生文化から古墳文化への移行は一様でなかっ

たこと、河沼郡湯川村に所在する桜町遺跡は、北陸、北関東、福島県域太平

洋側と会津盆地との交流の要所として、弥生時代後期後半においては極めて

重要な遺跡であることなど、実証的な研究に裏付けられた非常に興味深いお

話を聞くことが出来ました。

日時：平成２９年８月２７日（日）　
場所：じょーもぴあ宮畑講師：譽田亜紀子氏（文筆家）

日時：平成２９年９月３日（日）　
場所：じょーもぴあ宮畑講師：青山博樹氏（東北学院大学非常勤講師）

縄文土器に文様を描く

　縄文土器の文様には、全時期を通してみられる抽象的なもの、中期

～後期に見られる人面や人体、動物などの具象的なものがあり、それ

らが組み合わせによって描かれることなどをお話しいただきました。

　とくに縄文時代晩期の土器については、一見複雑に見える文様でも、

区画を作る文様、隙間に充填する文様、単位を作る文様に分解すると

シンプルな文様の組み合わせと反復であり、たとえば「絵描き歌」の

ようにその要点をまとめれば、誰でも同じ文様を作ることが出来たの

ではないか？とのお話はとても新鮮でした。

日時：平成２９年１０月８日（日）　
場所：市民会館第２ホール講師：藤沼邦彦氏（元弘前大学教授）

オープンカレッジ

オープンカレッジ

※館外貸出ならびにコピーサービスは
　実施しておりません

じょーもぴあ ・遺跡の案内人　秋のイチオシ！
土偶のリアル 縄文の思考

文化の秋　学びの秋

山川出版　1500 円（税別）
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れ
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称
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表
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柱
や
環
状
列
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の
特
殊
な
カ
タ
チ
な
ど
、

縄
文
人
の
精
神
文
化
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想
像
す
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ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
た
一
冊
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じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
で
は
、
福
島
県
考
古
学
会
の

会
長
を
務
め
た
梅
宮
茂
氏
と
目
黒
吉
明
氏
の
ご
遺

族
よ
り
蔵
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
閲
覧
用
に
開

架
し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

うろこ

レプリカを前にトークを
する譽田氏

「
土
偶
女
子
」
と
し
て
活
躍
中
の
著
者
が
、

土
偶
に
ま
つ
わ
る
1
7
の
物
語
を
紹
介
し

な
が
ら
、
土
偶
に
寄
せ
た
縄
文
人
た
ち
の

願
い
に
想
い
を
馳
せ
る
。
上
岡
遺
跡
の
し

ゃ
が
む
土
偶
を
始
め
、
土
偶
の
発
見
に
か

か
わ
っ
た
人
た
ち
の
興
奮
や
地
元
で
の
保

存
管
理
に
携
わ
る
人
々
の
熱
意
も
リ
ア
ル

に
伝
え
て
く
れ
る
。
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う
つ
わ
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う
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き

三
貫
地
貝
塚

　

2
0
1
6

年
５
月
末
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、

「
日
本
人
の
祖
先
は
縄
文
人
だ
っ
た
」

と
い
う
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
縄
文
人
核
ゲ
ノ
ム
研
究
を
紹
介
し
た
。
常

識
的
な
日
本
人
観
を
打
破
す
る
、
大
事
件
の
勃
発
で
あ

る
。
常
々
縄
文
人
と
弥
生
人
の
交
代
説
に
疑
問
を
感
じ

て
い
た
が
、“

や
っ
ぱ
り
そ
う
か”

と
強
い
衝
撃
を
受
け

た
。
長
い
間
日
本
人
の
祖
先
は
弥
生
人
と
さ
れ
て
き
た

が
、
弥
生
人
が
大
量
に
日
本
列
島
に
押
し
寄
せ
た
痕
跡

は
な
い
し
、
縄
文
人
が
弥
生
人
と
入
れ
替
わ
っ
た
と
い

う
根
拠
も
薄
弱
で
あ
っ
た
。

　

国
立
遺
伝
学
研
究
所
の
斎
藤
成
也
教
授
ら
の
グ
ル
ー

プ
は
、
福
島
県
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
三
貫
地
貝
塚
か
ら

出
土
し
た
約
3
0
0
0
年
前
の
縄
文
人
の
歯
か
ら
細
胞

の
核
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出
し
て
、
核
ゲ
ノ
ム
を
初
め
て

解
読
し
、
現
代
の
本
土
日
本
人
と
も
遺
伝
情
報
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
縄
文
人
の
情
報
が
1
割
以
上
（
１
２
％
）

も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、「
本
土
日
本
人
は
、

縄
文
人
と
大
陸
か
ら
稲
作
な
ど
を
伝
え
た
弥
生
系
の

人
々
が
交
流
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
」
と
い
う
仮
説
を
裏

付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
貫
地
貝
塚
は
福
島
県
新
地
町
に
あ
る
縄
文
時
代
後

期
～
晩
期
の
貝
塚
遺
跡
で
、
明
治
時
代
に
は
駒
ヶ
嶺
貝

塚
と
し
て
専
門
誌
に
よ
り
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。
昭
和

2
7
年
、
日
本
考
古
学
協
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
、
1
0
0
体
以
上
の
人
骨
が
発
掘
さ
れ
た
縄
文

時
代
を
代
表
す
る
貝
塚
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
発
掘
さ
れ

た
人
骨
は
現
在
東
京
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
秋
、
ど
う
し
て
も
現
地
を
再
度
こ
の
目
で
確
認
し

た
く
な
り
、
当
時
発
掘
に
も
参
加
し
た
と
い
う
地
元
の

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
岩
本
由
輝
氏
に
ご
案
内
い
た

だ
い
た
。
浜
海
道
の
道
筋
や
当
時
の
発
掘
状
況
な
ど
を

交
え
た
懇
切
丁
寧
な
説
明
に
感
激
し
た
。
三
貫
地
貝
塚

は
駒
ヶ
嶺
城
跡
の
北
に
位
置
し
、
現
在
は
道
路
脇
の
畑

で
、
案
内
板
が
な
け
れ
ば
貝
塚
跡
と
も
わ
か
ら
な
い
。

全
く
普
通
の
畑
で
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
解
明
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
大
変
貴
重
な
貝
塚
で
あ
る
こ
と
な
ど
微

塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
。
す
ぐ
近
く
の
一
段
高
い
と
こ
ろ

に
あ
る
、
古
代
を
偲
ば
せ
る
銀
杏
の
大
木
が
印
象
的
だ
っ

た
。

日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
？

私
た
ち
の
細
胞
に
は
、
中
心
に
核
が
あ
っ
て
、
周
辺
に

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
い
う
小
さ
な
器
官
が
あ
る
。
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
は
ひ
と
つ
の
細
胞
に
数
百
個
も
あ
る
た
め

こ
れ
ま
で
分
析
に
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
持
つ
情
報
は
限
ら
れ
て
い
て
、

文
字
数
に
例
え
る
と
2

万
文
字
以
下
の
情
報
し
か
な

い
。
こ
れ
に
対
し
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
3
2
億
文
字
に
も
上
り
、

膨
大
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
縄
文
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、

こ
れ
ま
で
は
細
胞
の
中
に
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
由

来
す
る
も
の
に
頼
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
そ
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
情
報
量
が
あ
る

核
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、
日
本
の
古
代
人

で
は
初
め
て
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
部
が
解
読
さ
れ
、
よ
り
詳

細
に
遺
伝
情
報
が
分
析
で
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
は
縄
文
人
が
大

陸
か
ら
農
耕
や
金

属
器
を
携
え
て
来

た
渡
来
系
弥
生
人

と
混
ざ
り
あ
っ
て

現
代
の
日
本
人
に

も
引
き
継
が
れ
て

い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
代
化
と
日
本
の
歴
史

　

ど
う
し
て
こ
う
い
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
逆
転
が
起
こ

る
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
縄
文
時
代
を
原
始
社
会

と
し
、
稲
作
文
化
の
弥
生
時
代
を
日
本
の
歴
史
の
起
点

と
し
て
切
り
分
け
る
こ
と
が
、
明
治
以
来
の
近
代
化
を

目
指
す
時
代
の
風
潮
の
中
で
西
欧
と
の
類
似
を
追
求
す

る
こ
と
に
影
響
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
日
本
の

近
代
歴
史
学
は
、
自
己
を
西
欧
の
歴
史
を
意
識
し
て
そ

れ
に
似
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
科
学
的

根
拠
が
不
十
分
の
ま
ま
日
本
人
の
起
源
を
確
定
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
動
機
と
な
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

縄
文
人
起
源
説
は
、
今
明
治
維
新
か
ら
1
5
0
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
、
科
学
の
進
歩
と
相
俟
っ
て
「
近

代
化
」
が
様
々
な
観
点
か
ら
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
、

そ
の
一
つ
の
姿
で
も
あ
る
。　

（
游
行
子
）

連載コラム　縄文の小径連載コラム　縄文の小径

　展示室　「縄文人のおくりといのり」の入口には上岡遺跡出土の

しゃがむ土偶が展示してあります。この土偶はお産の姿勢を表し

ているともいわれ、ここでは安産を願いながら土偶を作る母親の

イラストが添えられています。

　そこから向かって左の壁際には、縄文土器が並んでいます。こ

れらの土器は乳幼児のお墓に使われたものです。縄文時代には乳

幼児が死ぬと縄文土器の中に納め、埋葬する風習がありました。

これは、幼くして死んだ子供

の魂が、母親のお腹（子宮）に見立てた縄文土器を通して再生する

ことを願ったのかもしれません。

　子供のお墓には縄文時代の人々の「気持ち」が込められています。

　「心」は形がないため、縄文時代の人たちの心はなかなかうかがい

知ることはできませんが、縄文時代の生と死に込められた祈りは、

土偶やお墓など遺跡に残されたものから読み解くことが出来ます。
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